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経営協議会議事要録（第９２回） 

 

日 時：令和７年３月１８日（火） １３時００分から１４時０５分 

場 所：岩手大学事務局第一会議室及びオンライン会議 

出席者：石 川 健 正  委員（（株）岩手銀行取締役専務執行役員） 

磯 田 文 雄  委員（花園大学 学長） 

工 藤   朋  委員（（株）わしの尾代表取締役） 

國 井 秀 子  委員（芝浦工業大学客員教授） 

澤 藤 隆 一  委員（一祐会電気電子情報科会東京支部相談役） 

    千 田 ゆきえ  委員（（株）千田精密工業代表取締役） 

畠 山   大  委員（（株）岩手朝日テレビ代表取締役社長） 

小 川   智  委員（学長） 

喜 多 一 美  委員（理事（総務・戦略企画担当）・副学長） 

山 本 欣 郎  委員（理事（教育・学生担当）・副学長） 

水 野 雅 裕  委員（理事（研究・地域連携担当）・副学長） 

吉 澤 和 弘  委員（理事（経営戦略・ＤＸ推進担当）） 

    加 藤 裕 一  委員（理事（経営企画担当）） 

林   明 夫  委員（特命理事（財務・労務担当）・副学長・事務局長） 

欠席者：佐々木   淳  委員（岩手県副知事） 

 

陪席者：小藤田久義（副学長（総合科学研究科・協創教育・生涯学習担当）・総合科学研究科長）、 

    小林宏一郎（副学長（図書館・ＩＲ・広報担当）)、松岡洋子（副学長（国際連携担当））、 

海妻径子（副学長（ダイバーシティ・環境マネジメント担当））、宮川洋一（副学長（情報統

括・データサイエンス教育担当））、南敏幸（監事）、木村大輔（監事）、横山英信（人文社

会科学部長）、清水茂幸（教育学部長）、長田洋(理工学部長、理工学研究科長）、伊藤菊一

（農学部長）、木村賢一（連合農学研究科長）、村上賢二（獣医学研究科長）、柴垣登（教育

学研究科長）、川﨑宏（学務部長）、濵田秀樹（研究・地域連携部長）、小野寺学（法人運営

部長） 

 

前回議事録について原案のとおり確定することとした。 

 

議 題 

１．国立大学法人岩手大学学長選考・監察会議委員の選出について 

  学長から、国立大学法人岩手大学学長選考・監察会議委員の選出について諮る旨が述べられ、規則

改正により令和７年４月１日から「国立大学法人岩手大学学長選考・監察会議規則第３条第一号」に

基づき本会議の学外委員から選出する委員は５名から６名になったことから、本会議から１名選出す

る必要があることの説明があり、林特命理事から事務局案として、國井委員にお願いしたい旨、提案

があった。 

審議の結果、原案のとおり了承した。 
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２．国立大学法人岩手大学職員就業規則の一部改正について 

学長から、国立大学法人岩手大学職員就業規則の一部改正について諮る旨が述べられ、次いで、林

特命理事から、資料に基づき、提案理由と改正案について説明があり、原案のとおり了承した。 

なお、本件については役員会で決定後、令和７年４月１日より施行する旨の付言があった。 

 

３．令和７年度国立大学法人岩手大学予算（案）について 

  学長から、令和７年度国立大学法人岩手大学予算（案）について諮る旨が述べられ、次いで、林特  

命理事から、資料に基づき、令和７年度岩手大学予算編成方針について、昨年度以上に厳しい状況の  

下での予算編成となることから、基礎的経費及び事業費の１０％削減等の収入を上回る支出に対する  

対応策、学内貸付制度等の削減を踏まえた予算上の工夫について説明があり、令和７年度収入予算書 

（案）、支出予算書（案）の提案があった。 

審議の結果、原案のとおり了承した。 

なお、学長から、本件は役員会の議を経て、決定する旨の付言があった。 

 

４．その他 

なし。 

 

報 告 

１．国立大学法人岩手大学役員等体制について 

  学長から資料に基づき、令和７年度の役員等体制について、今年度の体制と変更はないことの報告

があった。 

 

２．学務関係等報告について 

  山本理事から資料に基づき、令和７年度入試の実施状況（学部・大学院）及び令和６年度岩手大  

学学生表彰について、報告があった。 

  続いて、小藤田副学長から、地域協創教育室の活動について、報告があった。 

 

３．その他 

なし。 

 

 最後に、学長から、当会議を閉会する旨が述べられ、次回は令和７年６月２３日（月）１３時から開

催することが述べられた。 

 

 


